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対象の画像コンテンツに対し，周波数変換である DWT(Discrete Wavelet Transform)を行い，
その低周波数領域に Robust watermarking が埋め込まれている場合を想定する．誤り訂正符号
である Reed-Solomon(RS)符号を使用し，低周波数領域を情報記号とみなすことにより検査記号
を生成する．QIM (Quantization Index Modulation)の方式を使用し，検査記号を Fragile 
watermarking として高周波数領域に埋め込む．これにより画像の改ざんに対してウェーブレッ
ト係数の低周波数領域が復元可能となり，結果的に低周波数領域に埋め込んだ Robust 
watermarkingも復元可能となる． 
また情報の復元においては，より強力な復号法である誤り訂正符号の消失訂正を適用し，さら
に硬判定のターボ原理に基づいた繰り返し復号を行うことで，復元可能な領域を拡大させる方式
について提案を行う． 
 
